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12.06.21, 名大 
大学のコミッショニングとファシリティーマネージメント 
 
 

　　　　　  　　   日本における 
   コミッショニング普及の必要性と意義 
       ー省エネ・低CO2社会への貢献ー	

(NPO) 建築設備コミッショニング協会	

名誉理事長　中原信生	
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コミッショニングの概要 
 

Quick Look  
at the Commissioning Process	
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設計フェー
ズ	
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コミッショニング適用のエネルギー管理と実現性能	

運用段階の性能	

オーナーの要求(OPR) 
＝ベンチマーク	

社会的目標	

エネルギー消費量	　エネルギー消費量	

コミッショニングプロセスの適用	
! 企画書	
! 　　　　　　　(コミッショニングプロセス)	
! 　　企画・設計要件書　　　　　性能検証計画書	
! 　　　　　　　　　　　　(性能検証責任者)	
! 設計条件　設計図書　　　　　性能検証仕様書	
! 　　　　　　　　　(設計家)	
! 建設図書・工事契約書	
! 　　　　　　　(請負者・工事監理者)	
! 施工・試運転調整　　　　　　　機能・性能試験	

! 　　　　　　　　　竣工・受渡し　・　受渡し後・(継続)	5 
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 GSA(米国連邦調達庁)における建設発注プロセス, PECI　　　　　　　　　　	

GSAが設計家を選定	

GSAが設計家と契約	

     企画フェーズ	

      概念設計	

     実施設計	

 配置・システム記述・査閲	

GSAがCx計画モデルを適
用してプロジェクトのCx要

件を作成	

GSAがCAを雇用	
性能検証計画書を作成	

性能検証過程発足会議	

設計趣旨書の査閲・	

実施設計の査閲	

従来	 コミッショニング導入後	
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    建設図書	
　    設計図	
　    仕様書	
　    発注図書	
	
	

    設計査閲	
　      50%	
　      90%	

     実施設計	

 配置・システム記述・査閲	

	

 	

性能検証過程発足会議	

CA：設計趣旨書の査閲・	

実施設計の査閲	

CA査閲　50%	

CA：設計趣旨･操作説明書
の査閲	

CA：施工フェーズの性能検
証計画書作成	

CA：施工性能検証の設計図
書への記載事項査閲	

CA査閲　95%	
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コミッショニングの展開	

8 

　　	

コミッショニング(過程)展開史	

　世界 
1960年代初頭、英国IHVE、米国ASHRAE及び業界でTAB,Cｘ論議高まる	
! 1965 米国でAABC が設立、1967年にAABCのTABマニュアルを発行	

! 1966 英国で最初のIHVEコミッショニング(試験調整)基準を発行	
! 1970代 香港にて英国式コミッショニング(試験調整)活動が開始	

! 1979 TABに関するASHRAE シンポジウム開催	
! 1986 コミッショニングに関するASHRAE シンポジウムが開催	
! 1989 ASHRAEが最初の空調コミッショニング指針を発行	

! 1989 PECI がコミッショニングマニュアル作成活動を開始	
! 1991 Annex 25, ｢BOFD、リアルタイムシミュレーション｣が発足 

! 1993 PECI が第一回全米コミッショニング会議（NCBC) を開催. 
! 1995 Annex 34, ｢BOFD 実証プロジェクト｣発足	

! 1996 ASHRAE がコミッショニング指針改訂版を発行 
! 1995~ DOE, GSA, Texas州、California州、ほか各P&G会社がCx採用へ	

! 1999 米国にビルコミッショニング協会（BCA)設立	
! 2000  Annex 40, ｢HVACコミッショニングプロセス｣が発足 

! 2001 USGBCのLEED認証制度が施行、コミッショニング普及に拍車 
! 2002 ASHRAE/NIBSによるビルコミッショニングの新指針第1案を発表、　　 以後、
空調コミッショニングからビル全体のコミッショニングに概念移行	

! 2002 香港にてコミッショニングセンターが設立	
! 2003 英国のCIBSE Cx基準で code M発行 
! 2002~2006 英国建築規制(Part-L)にてCx制度化 
! 2004 CA資格認証制度の現状討論(NCBC) 
! BCAがコミッショニング職能認証制度を発足	

! 2004 Annex-40 最終パリ会議	
! 2005 Annex47発足、省エネシステム 
　 のCx,Retro-Cx、費用便益など	

! 2005 ASHRAE/NIBS guide: Cx Process 0-2005 issued 
    2006 NIBS Guide 3-2006: Exterior Enclosure Technical  
                     Requirements for the Commissioning Process 

! 2006.11 APCBC 2006 (深圳)	
! 2006 .　台湾にてCx 指針発行 	

! 2007 ASHRAE Guide 1.1-2007 
                              HVAC&R Cx Technical Requirements 

! 2009 ASHRAEでCx資格(CxPM)認証制度発足 
! 2010.2  TsinguhuaU/NagoyaU/TAM、Cxとエネルギー評価WS(香港) 
! 2011　IES Design Guideline for “The Commissioning Process Applied 
              to  Lighting and Control Systems” 

    
 

    
　 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

日本 
! 1987 コミッショニングの概念が日本に紹介される 

! 1991 Annex 25, ｢BOFD、リアルタイムシミュレーション｣が発足. 

! 1995 Annex 34, ｢BOFD 実証プロジェクト｣発足	
! 1997 空衛学会BEMS委員会にてコミッショニング指針策定活動開始	
! 1998 空衛学会性能検証基本指針(案)を発表. 
! 1999 空衛学会にコミッショニング委員会を設立	

! 2000 当初コミッショニング過程の適用第一号（Yビル) 
! 2000  Annex 40, ｢HVACコミッショニングプロセス｣が発足	

! 2001頃より、コミッショニングに関する論文・論説が数多く発表 
! 2001 BCS（建築業協会）に「コミッショニング研究会」発足	
! 2002　空衛学会講演会第1回コミッショニングOS開催 

! 2003.4 Annex40京都会議を開催 

! 2004.3 空衛学会建築設備の性能検証過程指針を完成 
! 2004.8 NPO法人 BSCA　 
　 建築設備コミッショニング協会を設立 

! 2004.9空衛学会大会第2回コミッショニングOS開催　　	
! 2004 Annex-40 最終パリ会議	
! 2005 Annex47, 省エネシステムのCx,Retro-Cxなど	
! 2006.11 APCBC 2006 (深圳)アジア太平洋Cx会議	
! 2007.10 APCBC 2007 WS(京都) 

! 2008.4  SHASEにTAS（試運転調整）委員会発足 
! 2008.11 APCBC 2008 （香港） 
! 2009. 7   BSCA Cx資格認証検討委員会発足 
! 2010. 3　第一回試行研修会開催、第一期CxPE認証(2010.5.19) 

! 2010.8  BSCAコミッショニングマニュアル(テキスト)完成 
　　　　　　(HPTCJ/BSCA,蓄熱システムの)コミッショニングガイドブック完成 
! 2011.5　東日本大震災緊急国際WS開催(名古屋・東京)、BSCA宣言公布 
　　　　　　 
 
 

　　 
 

 

世界の動向と国内のCxの進展状況	

【凡例】	
　緑字：指針等発行	
　赤字：団体・資格関連	
　青字：Cx普及に与力	
　淡紅字：重要エポック	

2011-02 「日米のコミッショニング展開史と連関」 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ASHRAE/NIBS Cx指針の体系	
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Guideline 0-2005: The Commissioning Process	
(NIBS, ASHRAE, etc. によるTotal Building Commissioning 
Process の基盤指針として使用)	

ASHRAE Guideline1-2007:　	
The HVAC&R Commissioning 
Process Technical 
Requirements	

NIBS	
Guideline 200X-2～14 	
その他のCx Process 
Technical Requirements	
・Roofing,	
・Lighting,	
・Fire,	
・Life safety,	
・Inyeriors,	
・Envelopes,	
・Plumbimg	

IES Design Guide:	
The Commissioning 
Process Applied to 
Lighting and Control 
Systems	

空気調和･衛生工学会 Cx 委員会	

BCA(USA)	
Total Building Cx	

	
建築設備     コ
ミッショニング
協会	
(BSCA)	

IEA/Annex40, 47	

Cx Process	

NIST	

CSTB, Fr	

IBEC,Jp	

PECI/NCBC	
Cx Projects	

ASHRAE	
GSA	DOE.	

Hong Kong	
Bldg. Cx Center	

UK	
CIBSE/BSRIA	

アジア太平洋ビル
コミッショニング会
議(APCBC)	

Wisconsin 
Univ.	

Texas A&M 
Univ.	

Laurence 
Berkley NL	ICEBO	

NEBB,AABC	１９６５～	

１９８５～	

２０００～	

(１９９５BEMS委員会～) 
２００２（Cx委員会)～	

２００４～	

１９９９～	

２００６～	

Taiwan	

METI, MLIT, NEDO   
公共建築協会, NSRI, 	

Tsinghua U.	

NESTEC	

コミッショニング活動の国際的展開と協調関係	
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2 0 0 0 山武環境技術
センター新築 ICx

2 0 0 3 東京電力立川
ビル新築PICx

建築設備
コミ ッ ショ ニ
ング協会
(BSCA)

2 0 0 5～07 日赤医療
センター新築PICx

2 0 0 5～09 中部電力熱
田営業所改修RtrCx

2 0 0 6～09 関西電力中
ノ 島DHC最適化Rtr Cx

空気調和衛生工学会:BEMS委員会
→コミ ッ ショ ニング委員会

1995～

2004～

わが国のコミッショニング適用事例マップ　	
1989～2011 晴海DHC ほか、Icx～CCx	

第三者CAを
置いたもの
のみ掲載	

 2010～12 JR京都駅 	
  熱源改修 RtrCx	

2011-2013 名大地域	
環境棟 ICx→CCｘ(予定) 	
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コミッショニングとは何か？	

14 

　　　　コミッショニングとは・・・・1	
　　　　　　　　　　　(空気調和・衛生工学会、2004）	

対象システムを､	
! 環境･エネルギー並びに使い易さの観点から	
! 使用者の求める要求性能を取りまとめ､	
! 設計･施工･受渡しの過程を通して､	
! その性能実現のための性能検証関連者の判断
･行為に対する助言･査閲･確認を行い､	

! 必要かつ十分なる文書化を行い､	
! 機能性能試験を実施して､	
! 受け渡されるシステムの適正な運転保守が可能
な状態であることを検証することである。 	 15 

CA提案
要求書	

設計家提
案要求書	

企画･設計要件書 
(OPR)	

性能検証計画書	

設計図書	

入札発注　　
図書	

建設図書	
検証仕様書	

工事発注
フェーズ

企画
段階

計画
段階

基本設計
段階

実施設計
段階

工事発注
段階

施工段階
受渡し
段階

受渡し後
段階

定常運転
段階

生産段階 運転保守管理段階

企画フェーズ 設計フェーズ 施工フェーズ 運転フェーズ

CA Des. Cont 

設計査閲(Des_Cx)	

16 

建設図書	
TAS	 FPT	

教育
訓練 	

システムマニュアル	

季節 FPT	

最終Cx
報告書	

性能検証計画書更新	

継続性能
検証	

工事発注
フェーズ

企画
段階

計画
段階

基本設計
段階

実施設計
段階

工事発注
段階

施工段階
受渡し
段階

受渡し後
段階

定常運転
段階

生産段階 運転保守管理段階

企画フェーズ 設計フェーズ 施工フェーズ 運転フェーズ

準備手続	

OPR実現へ	
提出図･設計
変更･試験計
画:助言査閲	

17 

コミッショニングプロセスの適用	
! 企画書	
! 　　　　　　　(コミッショニングプロセス)	
! 　　企画・設計要件書　　　　　性能検証計画書	
! 　　　　　　　　　　　　(性能検証責任者)	
! 設計条件　設計図書　　　　　性能検証仕様書	
! 　　　　　　　　　(設計家)	
! 建設図書・工事契約書	
! 　　　　　　　(請負者・工事監理者)	
! 施工・試運転調整　　　　　　　機能・性能試験	

! 　　　　　　　　　竣工・受渡し　・　受渡し後・(継続)	18 
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建築生産・維持管理のフェーズと	
コミッショニングプロセスによる継続性能管理	

19 

コミッショニングとは・・・2 
‐典型的な三つの考え方とその起源‐	

! A：新築建物のコミッショニングプロセス・・性能の定義と
実現プロセスの管理と検証	

‒ 米国ASHRAE Guidelineに基づくプロセス、SHASE性能検証過
程指針に基づくプロセス	

! B：引渡すべきシステムの入念な試運転調整と性能の確
認	

‒ 英国CIBSE/BSRIAのCode of Practiceに基づくプロセス	
! C：現存する対象システム(新設であれ既設であれ)の性
能の同定、不具合の検知診断、試験調整、制御パラメー
タの調整、運転最適化など・	

‒ 米国・日本・その他で性能診断、省エネ診断・改修などに「コミ
ッショニング」の用語を適用して厳密度と技術力を高め、新しい
ビジネスの装いを持たせるもの。	

20 

コミッショニング指向の背景と試運転調整の形	

! 1960年代の空調性能課題　　　　試運転調整の充実	
! 　　　　　英国型：試運転調整＝コミッショニング(狭義)	
! 　　　　　　　コミッショニングマニュアルの充実化	
! 　　　　　米国型：試験調整＝TAB(Test & Balance)	
! 　　　　　　　　TAB業界：TABマニュアルの標準化	
! 　　　　　　　　＋機器試運転：設備業者	
! 　　　　　　　　＋制御調整：制御メーカー(工事請負)	
! 　　　　　日本型：試運転調整(工事請負業者依存)	
! 　　　　　　　　・標準マニュアルなし	
! 　　　　　　　　・良心依存(性善説)　　　性能保証なし	

21 

コミッショニング指向の背景と試運転調整の形	

! 1960年代の空調性能課題　　　　試運転調整の充実	
! 　　　　　英国型：試運転調整＝コミッショニング(狭義)	
! 　　　　　　　コミッショニングマニュアルの充実化	
! 　　　　　米国型：試験調整＝TAB(Test & Balance)	
! 　　　　　　　　TAB業界：TABマニュアルの標準化	
! 　　　　　　　　＋機器試運転：設備業者	
! 　　　　　　　　＋制御調整：制御メーカー(工事請負)	
! 　　　　　日本型：試運転調整(工事請負業者依存)	
! 　　　　　　　　・標準マニュアルなし	
! 　　　　　　　　・良心依存(性善説)　　　性能保証なし	
! 何れの場合も要求性能不在で性能悪化   Cxへ　　	22 

ライフサイクルコミッショニングへ 
 
 
 

ビル管理（BEMS) 
ファシリティーマネージメント（FM) 
ISO-50001(エネルギー管理)	

23 

生涯性能検証の構造 2008.4.25, NN, Ver.5.0
Ｓｔａｇｅ

Phase
工事発注フェーズ
(Elaboration
Phase)

Step
企画段階
(Program
Step)

計画段階
(Plannning
Step)

基本設計段階
(Preliminary
Design Step)

実施設計段階
(Working
Design Step)

工事発注段階
(Elaboration Step)

施工段階
(Constructio
n Step)

受渡し段階
(Acceptance
Step)

受渡し後段階
(Post-Acceptannce Step)

定常運転段階
(Post Post-Acceptance Step)

Main Event
区切り事象

Ｃｘ主要手続

コミッショニング型の定義　(Definition of Kinds of Commissioning)

当初性能検証後　(after Initial Commissioning)
各種のCx 当初性能検証無く(without Initial Commissioning)

生涯性能検証(Life-cycle Commissioning)

生産段階　(Production Stage) 運転保守管理段階(Operation & Maintenance Stage)

空調の場合一年間
(one year for HVAC)

企画フェーズ
(Program Phase)
(Pre-Design Phase)

設計フェーズ
(Design Phase)

施工フェーズ
(Construction Phase)

運転フェーズ
(Operation Phase)

(Occupancy and Operations Phase)

 

必ずしも絶え目無く継続してCAと契約し費用発生すると言う意味でなく,ビルないし企業のライフサイクル経営戦略的に的確に性能確保のための手段がとられ機を逸することなくCAに発注す
る.その形はオーナーのFM体制や保守管理技術者の能力に依存する.

設
計
発
注

施
工
発
注

工
事
監
理
発
注

C
A
発
注

当初(部分)性能検証

(Initial <Partial> 

Commissioning)

当初性能検証

竣
工
受
渡

再性能検証

(Re-Commissioning)復(レトロ)性能検証

(Retro-Commissioning)

継続性能検証

(Continuous Commissioning)

実際的にはCA発注,設計発注の仕方やタイミング,ビルオーナー側の技術執行体制の状

最
終
性
能
検
証
報
告
書

C
A
請
願
・
提
案
要
求
書

設
計
家
請
願

提
案
要
求
書

企
画
･
設
計
要
件
書

性
能
検
証
計
画
書

基
本
計
画
査
閲

基
本
設
計
査
閲

設
計
プ
ロ
セ
ス
の
査
閲

設
計
図
書
の
査
閲
･
評
価

工
事
区
分
､
取
り
合
い
部

契
約
条
件
の
検
証

施
工
図
査
閲

機
器
承
認
図
査
閲

T
A
B
査
閲
･
確
認

機
能
性
能
試

竣
工
為
図
書
査
閲

シ
ス
テ
ム
マ
ニ
ュ
ア
ル
編
集

教
育
･
訓
練

季
節
検
査

後
追
い
Ｔ
Ａ
Ｂ
査
閲

最
終
性
能
検
証
報
告

不
具
合
検
知
･
診
断

定常(On-‐going)性能検証過程

リ
ニ
ュ
呎
ア
ル(

大
規
模
改
修)

リニューアル(大規模改修)で改修プロセスが当初性能検証過程に準じる時)

継続(Continuous)性能検証

当初(全)性能検証 (Initial <Complete> Commissioning)

24 
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! 新築建物	
‒ 性能の定義と実現のプロセス(A型）：	
　 米国ASHRAE型、SHASE型のInitial Commissioning Process(
当初性能検証過程)・・・企画フェーズから受渡し後段階まで	

‒ 試運転調整の入念な準備と実行と検証(B型）	
　 英国CIBSE型、日本ではゼネコン指向型(従来の慣行を超えるも
の)・・・受渡し（～受渡し後）段階	

! 既設建物	
‒  Retro-Commissioning Process（復性能検証過程）	
　 実行・管理はA型、技術的手法適用はB,Cの混在・応用型	

   米国PECI、日本SHASE_Cx委員会・BSCA型のプロセスタイプ	

‒  Continuous Commisioning Process(継続Cx過程)	
　 On-going(定常)、Re-Cx(再性能検証)を含めB,Cの範疇の応用	

コミッショニングとは・・・・3 
‐新築建物・既設建物との対応‐	

25 

RFP_CA	

RFP_Des	

OPR	

当初 or 復	
Cxの後	

リニューア
ル　の意思
決定	

詳細な 
調査書	

Cx仕様書	

Cx 計画書	

既設建物の	
継続性能検証過程 	

Elabolation	
Phase	

Program	
Step	

Planning	
Step	

Preliminary	
Design Step	

Working	
Design Step	

Elabolation	
Step	

Construction	
Step	

Acceptance	
Step	 受渡し後段階	 定常運転段階	

Production Stage	 運転保守ステージ	

Program Phase	
(Pre-Design Phase)	

Design Phase	 Construction Phase	 　運転保守フェーズ	
 	

O&M による-Going Cx	

CA による Re-Cx 	

Elabolation	
Phase	

企画
段階	

計画
段階	

基本設
計段階	

Elabolation	
Step	

Construction	
Step	

Acceptance	
Step	

Post-	
Acceptance	
Step	

Post-Post-	
Acceptance	
Step	

生産ステージ	 Operation and Maintenance  Stage	

企画フェーズ	 設計フェーズ	 Construction Phase	 (Occupancy & Operation Phase)	
 	

実施設
計段階	

当初性能検証過程　　
に準ずる	呁

吢
吼ー
叹
呂
過
程	

Cx 計画書	

26 

ライフサイクルコミッショニングプロセス 
の構造と各種Cxの役割と構成	

 

Initial Cx 

Retro-  
Cx 

O & M 	 ordinary	 jobs	 	 	 

Tim e	 elapse	 

O n-going	 C x	 

	 C ontinuous	 C x	 

	 Life-cycle	 C x	 

Re-  
Cx O n-going	 C x	 O n-going	 C x	 

Re-  
Cx	 

Activity	 

Level	 

27 

BACSのサブシステムへの機能分解と相互関
連	

HVAC/Building 
Systems	

BACS/	
BEMS	

BMS	
(Building 	

Management)	

BAS	

(Building Automation)	

BOFDD/Cx	
故障検知診断･
性能検証	

FDS	
Fire/Disaster Prevention & 

Security	

     HVAC ACS	

(Automatic Control)	

EMS	
(Energy 

Management	

28 

各フェーズのプロセス構成と相互関係	

再性能検証プロセス

企画フェーズ プロジェクトの設定 準備フェーズ プロジェクトの設定 準備フェーズ

設計フェーズ 計画フェーズ 計画フェーズ 計画フェーズ 計画フェーズ

工事発注フェーズ 調査フェーズ 実施フェーズ 実施フェーズ 実施フェーズ

施工フェーズ 実施フェーズ 結果の確認 まとめと報告 結果の確認

運転フェーズ 最終調整 再性能検証 定常性能検証 再性能検証

まとめと報告 まとめと報告 　PDCAを回す 　PDCAを回す

　　　定常性能検証 　定常性能検証

プ
ロ
セ
ス
構
成

　区分

必要に応じて再性能検証 必要に応じて再性能検証

定常性能検証プロセス 定常性能検証プロセス

継続性能検証プロセス
復性能検証ﾌﾟﾛｾｽ 当初性能検証プロセス

29 
30 

 
発注者 

（Owner） 

指示・回答・承認等 

助言・質疑	 等 
性能検証責任者 
（CA） 

設計経験者 工事請負経験者 

運転・保守経験者 等 

CＭＴ 

 

運転・保守管理者 
（O&M） 

設計家 
（Designer） 

発注者 
（Owner） 

指示・回答・承認等 

助言・質疑	 等 

CRP 

質疑・ 
成果物提出等 

情報交換等*1 

性能検証責任者 
（CA） 

設計経験者 工事請負経験者 

運転・保守経験者 等 

CＭＴ 

CＴ 

 

運転・保守管理者 
（O&M） 

設計家 
（Designer） 

発注者 
（Owner） 

指示・回答・承認等 

助言・質疑	 等 

CRP 

質疑・ 
成果物提出等 

情報交換等*1 

性能検証責任者 
（CA） 

設計経験者 工事請負経験者 

運転・保守経験者 等 

CＭＴ 

CＴ 

FM	

FM	

FM	

設計フェーズCx組織	

運転フェーズCx組織	

企画フェーズCx組織	

FMの役割	
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コミッショニング技術者 
(CA, CxPE, CxTE)	

31 

 	

CRP	 	

工事監理者	 	
(ＣＳ)	

工事請負者	 	
(Contractor)	

 	

運転保守管理者	 	
(O&M)	  	

設計家	 	
(Designer)	

 	

発	注者	 	
(Owner)	

指示･回答	 	
･承認等	  	

助言・質疑	 	等	 	

情報交換等	

質疑・報告等	 	

回答・	 	
設計変更	

 	

指示等	 	

報告等	 	

設計変更	 	
指示等	 	

指示・確認等	 	

報告等	 	

性能検証責任者	 	
（CA）	

設計経験者	 	工事請負経験者	 	

運転保守経験者	 	等	

C	ＭＴ	 	

情報交換等	

指示･回答	
･承認等	  	

C	Ｔ	 	

CMT(Cx管理チーム)とCRP(Cx関連組織)	

32 

施工フェーズCx組織	

 

CxAC 

CxP
E 

CxTE 

CA 

ACA 
CxPE

1 
CxPE2 CxPEm 

CxTE１～

n 
 

CMT（Cx管理チーム） 
 

2008.7.1改、中原試案
2009.5.17改

要件 CA、CxAC CxPE[BE/PH] CxTE_A CxTE_B CxTE_C

資格の
性格

性能検証責任者
としてプロジェクト
の性能管理を行
う。

性能検証管理チー
ムの1員としてその
専門技術に関して
性能管理を行う

試験･調整･運
転技能を用いて
性能検証チー
ムに参画する

特定技術の性
能検証要素に関
して性能検証行
為を行う

認定された特定
資格の対象とす
る性能検証要素
に関して性能検
証行為を行う

性能検証技術者(Commissioning Professional)　v6.1
  ‐コミッショニング技術者資格経歴要件(コミッショニング対象技術は空気調和設備及び
エネルギー熱源設備一部または全部を想定するがこれに限らない)

CMTを構成する	
BSCA制定Cx技術者
資格との関係	

33 

資格体系案	

! 性能検証責任者(CA, Commissioning Authority)	
‒  CxAC有資格者で、特定プロジェクトに第三者性を満たして採用されるときに
CAと呼ぶ。但し採用されるときの基準として第三者性以外に管理･技術能力
が問われるのは当然であろう。	

! 性能検証責任者有資格者(CxAC, Commissioning Authority 
Candidate)	

! 性能検証専門技術者(CxPE［BE/PH＝専門領域/職域], 
Commissioning Professional Engineer)	
‒  BE(専門領域)：HVAC(空気調和)、PS(給排水衛生)、LE(電気･照明)、BEMS(制
御監視･BOFD)	

‒  PH(専門職域)：Des(設計)、Cons(施工･監理)、Ope(運転制御管理)	
! 性能検証専門技能者(CxTE, Commissioning Technical Engineer)	
‒  CxTE_A　　試験･検査・運転領域	
‒  CxTE_B　　不具合検知･診断･シミュレーション領域	
‒  CxTE_C　　エネルギー性能診断領域	

34 

コミッショニングにより 
何が変わるか 

 
ー各チーム(CRP)にとっての意義はー	

35 

コミッショニングプロセスにおける 

文書化の充実/徹底	
! ●企画段階における文書化	
‒ →発注要望･条件の明確化	
‒ →発注者と設計家の万全な意思疎通	

! ●設計段階における文書化	
‒ →設計図書包含範囲の明確化	
‒ →発注者の要望変更の明確な伝達	
‒ →保守管理段階伝達図書記述の明確化	

! ●施工段階における文書化	
‒ →工事連絡情報(責務)の明確化	
‒ →設計変更記録(理由と方策･結果)	
‒ →必要活十分なTAS記録の受渡し	

! ●受渡し段階の文書化	
‒ →システムマニュアルに集約	
‒ →コミッショニング記録	
‒ 保守管理記録	 36 
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コミッショニングの 

発注者にとっての意義	

! ●要求にマッチした完成物ができる	
! ●完成物の品質向上が実現	
! ●建物・システム情報の充実,ＦＭへの貢献	
! ●ライフサイクルに亘る経済的なビル運営	
! ●テナントへの受ける満足感(居住環境)	
! ●不動産としての評価が高まる	
! ●正当な賃貸料	
! ●省エネルギー･地球環境貢献の満足感	

37 

コミッショニングの 

設計者にとっての意義	

! ●設計品質の向上	
! ●設計者の役割･責任範囲の明確化	
! ●経済効果	

! 品質に相応しい設計料	
! クレーム処理の減少	
! 設計家として高まる評価	
! 設計保険制度普及への基盤	

! ●設計家としての評価の向上	
! ●ＣＡ事業への適性の活用が可能	
! 　(事業展開)	
	 38 

コミッショニングの 

工事請負業者にとっての意義	

! ●試験調整(TAS）作業の内容と範囲の明確化	
! ●工事中のトラブル減少	
! ●完成後のクレーム処理の減少	
! ●経済効果	

! TAB作業,Cｘ関連項目明確化による正当な経費参入可能	
! トラブル･クレーム処理経費の減少	
! CAの仲介による発注者との意思疎通が向上	
! 設計支援作業の明確な位置付け	

! ●受渡し手続き明確化	
! ●完成工事品質への満足感	
! ●ＣＡ事業への展開の可能性	 39 

コミッショニングの 

運転保守管理者にとっての意義	
! ●工事への初期参加の機会	
! ●メンテナビリティーの向上	

! 保守性･保守品質の向上	
! 保守管理技術者登用条件の向上	

! ●管理対象情報の把握可能	
! 訓練教育･プログラム	
! システムマニュアルによる保守管理文書整備の徹底	
! 生産サイドからの設計趣旨,操作指針の着実な授受	

! ●受渡しシステム機能の高品質化	
! 請負業者によるTABの徹底	
! CxによるFPT(機能性能試験)の徹底	
! リコミッショニングの実行による年間品質の明確化	

! ●制御管理・故障検知診断技術の指導	 40 


